
フルティフォーム 各部位の名称

カウンター
（残りの
吸入回数）

キャップ

アルミ缶

フルティフォームの初回準備方法

初
回
操
作

□キャップを外す
□容器を数回（5回程度）よく振る
□体から離してアルミ缶を押し、4回空噴霧する

初
回
の
み
の

操
作

・初回のみの操作であり毎回行わないように説明して理解を確認する。
・３日以上使用していなかった場合も同様に初回操作を行う。

吸入口

スペーサー
（例：オプティチャンバーダイヤモンド）

フルティフォーム 吸入補助具

フルプッシュ

レンズ

レバー
レバーの
端を押す

フルプッシュ装着図

カウンター
（残りの
吸入回数）



フルティフォームの吸入チェックリスト

①
薬
の
準
備

□カウンターで残量を確認する
□キャップをはずし、容器を数回（５回程度）

よく振る
□アルミ缶をまっすぐ立てていることを確認

する

器
具
の
操
作

②
息
吐
き

無理をしない程度に息を吐き出す

該
当
な
し

③
吸
入

□吸入口を歯で軽く噛む
（クローズドマウス法）

□息を吸いながらアルミ缶を押し、薬をゆっく
り深く吸い込んでいる

□補助具(フルプッシュ)が装着できることを確
認する。

吸
入
手
技

吸
入
同
調

④
息
止
め

□吸入口から口を離して５～１０秒息を止める
（５秒が難しい場合は苦しくない程度）

息
止
め

⑤
息
吐
き

息をゆっくり吐き出す
（吸入口に息を吹きかけていない）

該
当
な
し

⑦
後
片

付
け □使用後は吸入口を拭いてからキャップをする

器
具
の

操
作

・カウンターが「0」
になってもアルミ缶
を押すことはできる
が、十分な量の薬剤
を吸入することはで
きない。

・息吐きはDPIと比較
し軽くでも問題ない。
（ゆっくり深く吸うた
め）

・噴霧と吸入の同調
が難しい場合やむせ
る時はスペーサーを
考慮する。
・吸気は3秒以上か
けてゆっくり深く吸
う。
・江南厚生病院内で
はフルプッシュは必
ずセットで処方され
るため装着可能か確
認する。

・気管支への薬剤の沈
着率向上のため息止め
をする。

※内側のアルミ缶をアダプターから外さない
※少なくとも週1回以上アダプターの吸入口の外側と内側を
乾いた布やティッシュペーパーでよく拭き、清潔に保管する

※□操作はアルミ缶をまっすぐに立てて行う
※□アルコール過敏症でないことを確認する

（1パフにビール約1滴のエタノールが含まれている）

※複数回吸入する場合 ・吸入ステロイドは
口腔内カンジダや嗄
声などの副作用を防
止するため吸入後す
ぐにうがいが必要。
・吸入ステロイドを
含む複数のデバイス
がある場合は混乱を
避けるため原則うが
いを行うように説明
する。

⑦
う
が
い

□吸入後は必ずうがい（ガラガラ・ブクブク）
を各３回する

う
が
い


